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　２月２８日（日）同窓会入会式が行われました。 
髙橋朱音さんが生徒を代表して卒業生名簿を同窓会長
にお渡しして、茂木好文同窓会長より歓迎の言葉をいた
だきました。 

表面：イベント2 

卒業証書授与式が行われました！
２５名が本校を巣立ち、次のステージへと羽ばたきました 

３月１日（月）第７１期生となる２５名が、３年
間学んだ校舎から巣立って
いきました。卒業生には幸多かれ
と願うばかりです。

　２月２８日（日）卒業式に先立ち、学校賞等の受賞式
が行われました。
　学校賞は学習成績賞６名、３か年皆勤賞３名、特別
活動賞（功労賞）５名が、その他１か年皆勤賞１０名、
伝達表彰（商業科）２名の生徒が表彰されました。

　３学期の行事から　　 
 

1/19（火）かるた大会　　　　　　　　　2/12（金）柳飾り講習会　　　 　2/16（火）キャリアガイダンス 



1/23~1/28　3年学年末考査　1/30　前期選抜(生徒休業日)　 
2/4　3年出校日①　2/19 3年出校日②　2/25~2/28　1・2年学年末考査　2/28　入退室
指導②・3年出校日③　 
2/29　授賞式・卒業証書授与式予行・拓道同窓会入会式　3/1　卒業証書授与式　3/2　
生徒休業日(3/1)　3/5　一般選抜　3/6　生徒休業日(3/26) 
3/7　ひなめぐり全校集会　3/8　ひなめぐりボランティア 
3/9　生徒休業日(3/7)　　3/10　生徒休業日(3/7)　3/11　入退室検定②　　3/19　修了
式　3/26　離任式　 

令和３年度　年度当初の行事 
 

４月５日(月)　始業式・新任式  
 　　６日(火)　入学式  
 　　８日(木)　生徒会入会式・部活動紹介  
 　２０日(火)　生徒総会  
 　２５日(日)　ＰＴＡ総会　※代休３０日(金)  

裏面：汎用パターン 

令和３年３月の定期人事異動で退職・転出される教職員より地域の皆様へのメッセージを
いただいております。新天地でのさらなるご活躍を祈念しています。

木村実樹夫　平成31年4月～2年間（教頭　数学　由利高等学校（教頭）へ転任） 
　毎日、雄大な鳥海山の四季折々の姿を贅沢にも目の前に見ることのできる幸せを感じていました。また、コミュニティ・スクールを
通して、地域の皆様のお力添えで生徒の確かな成長を感じとることができました。特に、矢島・鳥海地域の自然や歴史文化の素晴
らしさも学ぶことができ、鳥海山登山では戊辰戦争の史実を少しでも体験できたことは忘れられない良い思い出となりました。２年間
ありがとうございました。 
 
高田宇一郎　平成30年4月～3年間（事務長　湯沢高校（事務長）へ転任） 
　雄大な鳥海山を眺めながら仕事が出来たことは、県南の人間としては貴重で格別な時間でありました。様々な出来事がありました
が、鳥海山から癒やしであったり、パワーをもらった気がします。3年間支えていただいた保護者の皆様、地域の皆様、本当にあり
がとうございました。生徒の皆さん、君たちで矢島高校をもっと盛り上げてください。期待しています。 
 
尾留川　徹　平成30年～3年間（教諭　保健体育　仁賀保高等学校へ再任用） 
　定年退職までの３年間、矢島高校でお世話になりありがとうございました。一年目最後の野球部員とマンツーマンで練習したこと
が思い出されます。3校合同の連合チームで全校応援のもとで試合ができたことにそれぞれの野球部員が感謝の気持ちを表現し
てました。またバドミントン部では本校初の女子二部シングル・ダブルス優勝と矢島高校に活性化を与えてくれました。 
　生徒には地域と密着した学校行事、ボランティア、部活動を通じて人間性を高めてください。 
 
辻 由紀子　平成23年4月～10年間（教諭　福祉家庭　仁賀保高校へ転任） 
　１０年の勤務でした。中学校家庭や福祉科目の担当など、初めての経験もしました。この間、地域の事業所、団体、個人と、たくさ
んの方々の力添えをいただき、心から感謝申し上げます。四季折々に美しく雄大な姿を見せる鳥海山、校舎裏を流れる青く澄んだ
子吉川、絵本の１ページのように田園を走るおばこ号、歴史の重みを感じる文化財や町並み等、豊かな環境に触れられたこともよ
い思い出です。矢島高校の更なる発展と生徒の皆さん一人ひとりの活躍を祈念しております。 
 
籾山英輝　平成28年4月～5年間（教諭　英語　本荘高校へ転任） 
　この度の人事異動で本荘高校に転勤することになりました。講師時代の２年間を含め７年間お世話になった矢島高校を離れるこ
とになった今、とてもさみしく感じていますが、新たなチャレンジへの良い機会と捉えて頑張っていこうと考えています。矢島高校で
の７年間を振り返ると、思い出がたくさんあります。小規模校であるからこそチャレンジできたことがたくさんありましたし、豊かな自然
と文化に囲まれた矢島という地域が本当に大好きでした。そして何よりも、生徒や職員の皆様、地域の皆様と、本当に多くの思い出
を作ることができて、幸せな７年間でした。これまでありがとうございました。 
 
小園直子　令和2年4月～1年間（臨時講師　家庭　西目高校へ転任） 
　フォレスタ鳥海でのテーブルマナー講習や地元食材を使用した料理をコンテストに応募したことなど生徒とともに多くのことを学ぶ
ことができました。コンテストで奨励賞を受賞できたことがとてもうれしかったです。１年間お世話になりました。これからも矢島高校の
皆さんの活躍を楽しみにしています。 
 
熊谷有衣子　平成26年5月～7年間（就職支援員） 
　 毎年、「お別れ」を覚悟しながらも、気付くと七年間もお世話になりました。「支援員」という立場でありながら、実は私の方が、生徒
の皆さん・職員の皆さん・地域の皆さんに「支援」され続け、共に歩む喜びを味わわせていただきました。感謝の思いでいっぱいで
す。 
　 家族・地域・先生方に大事に育てられ、自信と力を身に付けた矢高生は、本荘由利地域、県内、中には大都市でその力を発揮
し、自分の人生を切り拓いています。どんなことにも心を込め真摯に取り組む姿、地域貢献する姿は誇れる姿です。どこでも負けず
に進んでいけます。目まぐるしく変化し予想困難な未来を生き抜いていく矢高生に心から、エールを送ります。 
 
吉田隆之助　平成31年4月～2年間（非常勤講師　保健体育　千葉県立印旛明誠高等学校へ転任） 
　２年間お世話になりました。矢島高校で過ごした二年間は非常に過ごしやすく、楽しく、この高校を離れたくないと思えるほどで
す。先生方を始め、事務、生徒、地域の方々に常に温かく接していただき、自分のやるべきことにまっすぐに向かうことができまし
た。私は秋田を離れ千葉県に行くことになりますが矢島高校で皆さんから与えられたものを忘れずに千葉でも働きたいです。ありが
とうございました。 


